
 

 

Fraser Island Fact Sheet  

フレーザー島は世界で一番大きな砂の島です。長さはおよそ123キロを超え、幅は一番広いところで22キロほど

です。一番高い砂丘は海抜２４４ｍですが、平均すると１００ｍから２００ｍくらいです。また、地下の砂の深さは海

面下１００ｍぐらいに達しているところもあります。砂の大部分は、シリカと呼ばれる石英の粒で出来ており、ルー

タイルやジルコンといったその他の鉱物が占める割合はわずか２％以下です。 

 

世界遺産（せかいいさん）とは、１９７２年のユネスコ総会で採択された「世界の文化遺産及び自然遺産の保護に

関する条約」（世界遺産条約）に基づいて、世界遺産リストに登録された世界中の文化的、自然的に顕著で普遍

的な価値のある人類の共通のたからもので、大切に守られ次世代に伝えていかなくてはならないものです。 

 

フレーザー島は、その自然の価値が評価され１９９２年にユネスコによって世界遺産に登録されました。公式の

引用文によれば、“長さ２５０キロ以上もの砂浜、手付かずの海岸と４０キロ以上続くカラーサンドの崖、そして壮

大な砂丘の盛り上がり、波の打ち寄せる海岸、やせた砂の上に生育した驚くほど高い降雨林、透き通った”白く

見える湖“とにごって”黒く見える湖“を含む砂のくぼみに出来た湖、バンクシアの森、ヒース地帯、図案のような

湿地帯や雨風から守られたマングローブ地帯などが見ごたえのたるモザイク模様のように存在している”と称し、

フレーザー島の“類まれな自然の美しさ”を賞賛しています。 

フレーザー島は、地質学上の推移や生態学的進化という点において世界的に重要な実例となっています。たと

えば、複雑な砂丘の形成が現在も続いていること、島の湖がその数、や生物多様性、年齢から見てもきわめて

特異であり、ダイナミックな発生の段階を示す証拠となっていること、海から受ける影響や沿岸の砂丘地帯の乏

しい土壌といった環境に適応しながら発達してきたという類まれな生態系の例としても、すべてがユニークな例と

なっています。 

 

グレートサンディー海峡 

本土とフレーザー島の間に挟まれたグレートサンディー海峡は、ラムサール条約によって世界の重要な湿地の

ひとつとして登録されています。模様のように広がった湿地帯や、マングローブの群生、そして海底に繁茂した海

草などには、４万もの渡り鳥をはじめ、類まれで傷つきやすい、あるいは絶滅危惧種であるジュゴン、カメ、チョウ

（Illidge’s ant-blue butterflies）やシギの一種（eastern curlews）などが生息しています。 

 

キングフィッシャーベイリゾート 

リゾートの所在地は、フレーザー島の西海岸の６５ヘクタールの土地です。ここにはバンクシアの森や、ペーパバ

ークツリーなどのフトモモ科の植物の生育する湿地、淡水湖やヒースの花が生い茂る野原などがあります。かつ

てアボリジニが住んでいたことを示す貝塚跡や表面が削り取られた木などが残っており、文化遺産ウォークとい

ったリゾートアクティビティーとしてご滞在のお客様にも実際にご覧いただいています。また、ブッシュタッカー（野

生の食材）や薬などとしてアボリジニに使われていた様々な植物についてもご紹介しています。 

 

 

 



 

 

 

 

フレーザー島の形成 

フレーザー島と近くのカルーラ（Cooloola）地域一帯では、移動を続けている砂によってユニークな地質学上の歴

史が見え隠れしています。ここの砂丘は、世界で最も長く、しかも最も完全な時の流れを残した沿岸砂丘システ

ムです。 

フレーザー島を形成している多くの砂はオーストラリアのはるか南東部から来たものだとされていますが、その一

部は何と南極大陸から何万年も何千キロもかけてたどり着いたもので、この長い砂の旅はオーストラリアと南極

大陸が陸続きだった頃に発しています。 

およそ 7億年前、南極大陸には現在のヒマラヤ山脈に対抗するような山脈がありました。これらの山脈は侵食さ

れ、その砂は潮流に乗って大陸棚に堆積されました。それが現在フレーザー島が横たわっている場所です。 

現在も島の東側の海岸では砂丘が活発に動いています。南東から吹き渡る風によって砂が巻き上がり砂丘が形

成され、その砂はまた島を渡り森や植物群を覆い埋めていきます。年間のこの砂丘の動く率は、風の強さや砂に

含まれる湿気の量、また植物の繁茂の状態などによっても様々です。 

 

ヨーロッパ人の歴史 

フレーザー島が最初に発見されたのは、１７７０年キャプテン・ジェムース・クックがオーストラリアの東海岸を旅し

ている間のことでした。クックは、この島を本土とつながっていると思い、間違えて“グレート・サンディー・ペニンシ

ュラ（大きな砂の半島）”と名づけました。１７９９年には、”Norfolk（ノーフォーク号）“に乗ってマシュー・フリンダー

スがハービーベイの一部を探検したときに、半島といわれていたのが実際は島であったことを発見しました。１８

３６年にキャプテン・ジェームス・フレーザーは“Stirling Castle（ステアリング・キャッスル号）”というブリッグ（横帆

の 2本マストの船）にのってやってきて、スウェインズ・リーフ（Swain’s Reef）というフレーザー島の北のリーフで

難破しました。その時の生存者は、救命ボートで南に下り、やがてフレーザー島にたどり着きました。この時の生

存者で本土に生還したのは、イライザ・フレーザー（フレーザー船長の妻）一人でした。島はその彼女の名前から

「フレーザー島」と名づけられました。 

 

アボリジニの歴史 

フレーザー島の先住民、バッチュラ族は、北はブラム川（Burrum River）から南のカルーラ・ナショナルパーク

（Cooloola National Park）そして西はボープル山（Mount Bauple）までの広い範囲を部族の土地としていました。

バッチュラ族にとってフレーザー島はガリまたはグリ（K’gari と書いて Gurrie と発音）と呼び、“楽園”を意味しま

す。バッチュラ族は、６つの小さなグループに分かれており、定住人口はおよそ７００人ほどでした。ところが冬場

になるとテイラー（アジに似た魚）やボラなどの魚を求めて他の部族もフレーザー島に集まってきて、人口は２００

０人ほどに膨れ上がりました。 

現在はほんの一握りの子孫が残っているだけです。アボリジニの歴史はフレーザー島の重要な部分で、現在は

バッチュラ族の文化につながる場所を探し、確認し、管理するという作業を必死で行っています。これによって次

の世代の子供達もバッチュラ族の生活習慣を学び、理解しそして尊重することができるからです。 

 

 




